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地球温暖化対策を考える市民ワークショップの開催結果について 

 

１．趣旨 

現在、枚方市環境審議会地球温暖化対策実行計画検討部会で地球温暖化対策実行計画

の策定に向けた検討が進められています。その中で、市民から意見等を聞いた上で、部

会報告を取りまとめたい旨の提案がありましたので、「地球温暖化対策を考える市民ワー

クショップ」を平成 24 年 7 月 14 日（土）に開催しました。 

 

２．日時等 

日 時：平成 24 年 7 月 14 日（土）14：00～16：30  

場 所：市民会館 3 階 第 3 会議室 

参加者：20 名（部会委員を除く。） 

 

３．プログラム 

 

 

 

  

ステップ１：ワークショップの趣旨説明 

 市民アンケート結果報告及び部会での検討状況説明 

 ワークショップの手順説明と質問受付 

ステップ２：意見交換（約 20 分） 

 テーマ 1「あなたが今実行していること、関心があることは何ですか？」 

～テーブルの移動～ 

ステップ３：意見交換（約 40 分） 

 テーマ２「あなたが今後実行していきたいと思うことは何ですか？」 

ステップ４：発表（30 分程度） 

ステップ５：講評 

ステップ６：集合写真撮影 

資料２ 

平成 24年度第 3回枚方市環境審議会       

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）検討部会 
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４．ワークショップの内容 

各テーマについて、各自うちわに記入し、見せ合いながら話し合ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各班で意見を整理し発表してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に集合写真を撮影しました。 
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５．参加者の属性 

性別・年代ともにバランスよく、幅広い方々に参加していただくことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．話し合われたこと 

A班「教育から変える」 

家庭で子どもと一緒に実践し学ぶことで、「暮らしの中の知恵を受け継ぐ」「エネル

ギー利用の仕組みを変える」「緑を育てる」「公共施設を積極的に利用する」「環境に対

する価値観を変える」など様々なことに波及させていくことが大事であるとの意見が

出されました。 

 

 

男
48%

女
52%

性別

10～20代
22%

30～50代
43%

60代以上
35%

年代
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B班「自然とともに、季節を感じ工夫して暮らそう！！」 

風鈴の音を涼しく感じるという日本人特有の感性や、浴衣や甚平など日本の気候に

あった服装など、季節にそくした日本の文化を楽しみながら、工夫して取り組むこと

が大事であるとの意見が出されました。また、日本の気候を保つためにも里山保全に

取り組むことが大事であるとの意見も出されました。 

 

C班「あなたが変われば枚方も変わる」 

「生ごみの堆肥化」「農作物の地産地消」「雨水の活用」や「里山の探検」「グリーン

カーテン」「再生可能エネルギーの利用」などにより自然の再生や自然と共生すること

が大事であるとの意見が出されました。また、朝型の生活などのエコライフに一人ひ

とりが取り組むことも大切であるとの意見が出されました。
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D班「先輩から後輩へ」 

「家族で話し合う」「コミュニティで環境教育を行う」「勉強会を開く」など環境に

関するコミュニケーションの場を作ることで、自然と共生した生活を次の世代へ継承

するとともに、活動の継続を行うことが大事であるとの意見が出されました。 

 

 


